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【河村隆一さん出演】日本テクノテレビ CM「その陰には技術者」篇 

3 月 1 日（日）よりオンエア開始！一部地域では新バージョンを放送します 

 

 

 

電気に関するトータルエネルギーソリューションサービスを提供する日本テクノ株式会社（本

社：東京都新宿区、代表取締役社長：馬本英一）では、2026 年 3 月 1 日（日）より、当社イメー

ジキャラクターである河村隆一さんが出演するテレビ CM「その陰には技術者」篇をオンエアし

ます。河村さんの視線を通して、電気のある生活に欠かせない陰の立役者である電気主任技

術者の活動に迫る本作。一部地域では河村さんのメッセージを新しく撮り下ろした新バージョ

ンを放送します。 

▶映像はこちらから https://eqm.jp/b2La8U 

 

■特設ページ OPEN！  

今回の CM 放送にあわせ、特設ページをオープン。本ページでは電気保安管理に関する「困り

ごと」に対する日本テクノのソリューションをご紹介します。 

・電気保安管理のコストを見直したい 

・電気保安管理を委託する業者を見直したい 

・新規で電気保安点検の委託先を探している 

このようなお悩みを抱えるお客さまのニーズに、60,000 件以上の電気保安管理実績と

2,000 人以上の電気主任技術者のネットワークでお応えします。 

https://eqm.jp/b2La8U
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▶特設ページはこちら 

 

■テレビ CM 制作の背景 

当社がサービスを提供する高圧や特別高圧の事業場では、電気を安全に使うために電気設備

の定期的な点検が法律で定められています。それら電気設備の保安管理を行うのが国家資格

を持った電気主任技術者。当社では約68,000件（2026年1月現在）のお客さまの設備を、

当社と業務提携を結ぶ日本テクノ協力会・日電協※1の技術者が中心となり点検をしています。 

日本国内では少子高齢化などの影響により、電気主任技術者の免状取得者数は点検が必要な

設備の数に対して不足傾向にありました。昨今の官民の取り組みの推進により、懸念されてい

た 2030 年度までの人材不足は解消傾向にありますが、再生可能エネルギー発電設備は今後

も増加していく見込み。それにともない電気主任技術者の需要も同様に高まっていくことが予

測されます。電気主任技術者の人材確保は電気保安を確実なものとするため、依然として重

要な課題です。 

日本テクノでは日本テクノ協力会・日電協との提携によりグループで 2,000 人を超える電気

主任技術者が保安業務に従事していますので、北海道から沖縄まで全国での点検に対応可能

（保安点検の受託には条件があります）です。またテレビ CM をはじめとするさまざまな媒体

を通して技術者の募集を進めるとともに、入職者増加に向けた認定校訪問をはじめとする採

用活動、免状を持っているが必要な実務経験が不足している方に向けた実務を積むためのセ

ミナーや施策の実施など、技術者不足という社会課題の解決に向け当社にできることを着実

に実行しています。 

本 CM では日本テクノイメージキャラクターである河村隆一さんの視線を通して、日々の電気

のある生活に欠かせない陰の立役者である電気主任技術者にスポットをあて、その活動を紹

介しています。 

※1 日本テクノ協力会・日電協とは 

日本テクノ協力会・日電協は、日本テクノが業務提携している電気主任技術者の団体です。経済産業省より「外

部委託承認申請」の承認を得た会員 1,600 名以上で構成されています。全国の日本テクノのお客さま約

68,000 件の事業所に向けて、高圧電気設備の保安管理、定期点検業務を行っています。 

 

■放送予定 

・3 月 1 日（日）～3 月 10 日（火） 

青森（青森放送、青森朝日放送）※2、岩手（岩手めんこいテレビ、岩手朝日テレビ）※2、秋田（秋田

テレビ、秋田朝日放送）※2、山形（山形放送、さくらんぼテレビ）※2、宮城（東北放送、仙台放送）

※2、福島（福島放送、テレビュー福島）※2、新潟（新潟総合テレビ、新潟テレビ 21）※2、石川（北陸

放送、北陸朝日放送）、広島（中国放送、テレビ新広島） 

・3 月 7 日（土）～3 月 15 日（日） 

大分（大分放送、大分朝日放送） 

・3 月 14 日（土）～3 月 22 日（日） 

関西（毎日放送、朝日放送）、中部（中部日本放送、名古屋テレビ）、静岡（静岡放送、静岡朝日テ

レビ） 

https://www.n-techno.co.jp/service/cm_hoan/
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※2 新バージョンの放送エリア 

 

■日本テクノの電気保安管理サービスについて 

・24 時間 365 日監視の独自開発機器 

日本テクノが独自に開発した主装置「ES SYSTEM」はキュービクル内の全停電のほか瞬時電

圧低下、漏電、トランス温度などを 24 時間リアルタイムで監視。異常値を検知すると日本テク

ノの監視センターと担当技術者、そしてお客さまへ自動通知します。 

・全国規模の緊急応動ネットワーク 

全国 2,000 名以上の電気主任技術者と 1,620 社以上の協力工事会社が連携しています。

緊急応動に担当技術者が対応できない場合でも当社独自の緊急応動システム「OASIS」で最

寄りの技術者や工事会社を手配して被害を最小限に抑える体制を構築しています。 

・民間ならではのデジタル管理で業務を効率化 

自社で開発した「電気点検簿」システムで点検報告書を電子化。お客さまが管理する書類をペ

ーパーレス化し、保管場所の省スペース化が図れ、管理業務の低減や 5S を実現します。環境

面では郵送時のCO2削減にもつながります。点検簿データは、お客さま専用WEBページ（マ

イページ）からいつでも確認可能です。 

・保安点検から新設・増設までワンストップ対応 

キュービクルの新設・増設・更新をはじめとしたキュービクル関連工事から保安点検サービスま

でワンストップで対応します。開業のための新設や老朽化による更新、低圧から高圧への切り

替え、電気主任技術者のご紹介、PCB 相談など幅広くサポートします。 

 

電気を託されている。毎日を託されている。 

カフェやスーパーマーケット、映画館といったシーンで日常生活を送る河村さん。普段当たり前

のように電気を使うことができるのは、「電気主任技術者」たちが日々電気の安全を守ってい

るから。日本テクノのイメージキャラクターとして活動する河村さんはそれを知っています。あ

る日、買い物帰りの駐車場で、日本テクノの車に乗る電気主任技術者を見かけた河村さんは、

日頃の感謝を伝えながら買ったばかりの果物を差し出します。「いつもありがとうございます」

差し出されるままに謝意と果物を受け取った電気主任技術者は、「え？何で？」と驚く……と

いうストーリーが展開されます。 

 

店舗や工場、ビルなど、高圧受電で電気を使用する事業場では、電気主任技術者による定期的

な設備点検が法律で定められています。電気設備に異常がないか確かめ、日々の電気使用の

安全を守る電気主任技術者たち。決して目立つ仕事ではないけれど、経済活動に欠かせない

「電気」を陰ながら支える立役者です。 

 

日本テクノ CM 紹介サイトでメイキング映像公開中！ 

https://www.n-techno.co.jp/recruit/tv-cm_info2.html 

 

タイトル 「その陰には技術者」篇（15 秒） 

https://www.n-techno.co.jp/recruit/tv-cm_info2.html
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出演 河村 隆一 

使用楽曲 『ずっと側に』（作詞・作曲：河村隆一） 

CM 本編 URL https://eqm.jp/e7m7p8 

CM 本編（新バージョン）URL https://eqm.jp/b2La8U 

 

■出演者プロフィール 

河村隆一 さん 

1970 年 5 月 20 日生まれ、神奈川県出身。 

RYUICHI（リュウイチ）名義でLUNA SEAおよびTourbillonのヴォーカリストを担当。また、

俳優・小説家・レーサーとしても活動し、ЯK（アール・ケー）名義で音楽プロデューサーとしても

活動している。 

 

【会社概要】 

本社所在地： 東京都新宿区西新宿 1-25-1 新宿センタービル 53 階 

TEL： 03-3349-1111（代表）  FAX：03-3349-1112 

設立： 1995 年 4 月 4 日 

代表者： 代表取締役社長 馬本 英一 

総顧客数： 約 80,000 件（2026 年 1 月 1 日現在） 

従業員数： 1,634 名（2026 年 2 月 1 日現在） 

事業内容：   

トータルエネルギーソリューションサービス 

1.キュービクル常時監視システム販売および電力コンサルティング 

2.高圧電気設備保安管理・点検業務 

3.発電・小売電気事業 

4.電気料金自動検針システム（ECO-TENANT） 

5.ビジネスマッチング（M&A）に関する仲介、斡旋および支援業務 

※各事業の導入実績などは「日本テクノの強みと導入実績」でご確認いただけます。 

URL： https://www.n-techno.co.jp 

 

【このニュースリリースに関するお問い合わせ、取材申し込み先】 

日本テクノ株式会社 広報担当 

TEL：03-5909-5128 

E-mail : info@n-techno.co.jp 

https://eqm.jp/e7m7p8
https://eqm.jp/b2La8U

